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TEL 06-6321-0321　FAX 06-6321-8621
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株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日
（1）定時株主総会、期末配当金　 3月31日
（2）中間配当金　　　　　　　　9月30日
その他必要あるときは、取締役会の決議によりあら
かじめ公告いたします。

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出および
ご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を
開設されていない株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。

株 主 名 簿 管 理 人・
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社  証券代行部

（郵便物の送付先） 〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社  証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120-782-031（受付時間  土・日・祝祭日を除く9時〜17時）

  イ ン タ ー ネット（ホームページURL） http://www.smtb.jp/personal/agency/
index.html

【特別口座について】
株券電子化前に、「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていな
かった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会
社に口座（特別口座といいます）を開設しております。特別口座についてのご
照会および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

公 告 方 法

電子公告とし、当社のホームページに掲載します
（http://www.sansha.co.jp）。ただし、事故その他
やむを得ない事由により電子公告をすることができ
ないときは、日本経済新聞に掲載いたします。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所  市場第二部

単 元 株 式 数 100株

株主の皆様の声を
お聞かせください

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力
後に表示されるアンケートサイトにてご回答くだ
さい。所要時間は５分程度です。

●アンケートのお問合せ 「e -株主リサーチ事務局」

http://www.e-kabunushi.com
アクセスコード 6882

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を
進呈させていただきます

いいかぶ 検索検索

空メールによりUR L自動返信

携帯電話からもアクセスできます

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供
する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式会社
a2mediaについての詳細 http://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾
なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくた
め、アンケートを実施いたします。お手数ではござい
ますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

QRコード読み取り機能のついた
携帯電話をお使いの方は、右のQR
コードからもアクセスできます。

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文
は無記入）アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

株主様向け
アンケート

証券コード ： 6882

中間株主通信
第83期

2016年4月1日～2016年9月30日

海外生産・販売拠点 三社電機（広東）有限公司

株式会社三社ソリューションサービス

太陽光パネル用逆流防止ダイオード



売上高
構成比

社会に価値ある製品を

企業に利益と繁栄を

社員に幸福と安定を

常に社会の求める製品の創造につとめ
よりよい品質によって社会の発展に貢献する。

常に衆知を集めて企業の繁栄をめざし
利益の確保につとめ社会的責任を全うする。

常に新たな英気をもって未来をみつめ信頼と協調
によって社員の幸福と安定したくらしをはかる。

　株主の皆様におかれましては、平素よりご高配を賜り、心より厚く御礼申し上げます。
　当社を取り巻く事業環境は、海外の経済状況の不透明感、国内では円高の進行など
による景気の足踏みが続いております。
　そのような状況の中、当社グループは本年を新たな中期経営計画の初年度としてス
タートさせ、各種施策を進めております。
　当社における成長分野の1つである新エネルギー関連においては、パワコン評価用
システムの納入実績に基づき、技術やシステム対応力を向上させるだけでなく、蓄電池
や燃料電池対応製品のいち早い商品化も合わせ、受注実績を重ねております。また、
国内シェアの高い金属表面処理用電源では、グローバルに強い新製品の発売により、
海外からの引き合いも伸びてまいりました。
　さらに4月には、電源機器設備の導入・設置から運用、メンテナンスまでを担う「株式
会社三社ソリューションサービス」を設立し、9月には、長野県茅野市に株式会社イース
タン様のパワーシステム事業を承継する「株式会社三社電機イースタン」を設立いたし
ました。これら新会社が加わることにより、小型・量産タイプから大型産業用電源機器ま
でが揃い、サービスを含め幅広くお客様のご要望にお応えできる体制が実現しました。
　上記施策を含め、経営理念「社会に価値ある製品を」のもと、グループ一丸となり、中
期経営計画達成に向けて全力で取り組んでまいります。

当社グループは、株主の皆様への利益還元を経営課題
のひとつとして認識し、財務面での健全性を維持しなが
ら、安定的な配当を継続することを基本方針としており
ます。当期の中間配当金につきましては、当期の業績動
向及び財政状態等を総合的に勘案し、1株当たり5円と
させていただきました。

To Our 
Shareholders

半導体事業 　当事業におきましては、需要の中心である中国を
はじめとするアジア諸国からの受注状況は主力のモ
ジュールをはじめ全般的にわたって下げ止まってお
りますが、低い水準での横ばい状態で推移しており
ます。
　この結果、当事業の売上高は27億円（前年同期比
15.8％減少）となり、セグメント利益は減収の影響
により3千7百万円の損失（前年同期間は7千万円の
利益）となりました。

　当事業におきましては、当社のインバータの製品
群に含まれている太陽光パワーコンディショナは高
圧連系の市場減速と、競争の激化による価格下落に
より当社の予測以上に減収となりました。また、一般
産業用電源は前年同期間に牽引した評価用大型電源
等の反動に加え、国内企業における大型電源設備の
新規投資の手控えなどにより、大きく減収となりま
した。一方、スマートフォンや自動車向けの金属表面
処理用電源が堅調に推移し、他のインバータと一般
産業用電源の減収により、当事業の売上高は54億9
千8百万円（前年同期比28.9％減少）となり、セグメ
ント利益は減収に加え製品の故障対応に伴う費用を
引当計上したことにより2億6千7百万円の損失（前
年同期間は9億6千2百万円の利益）となりました。

2016年スタートの
中期経営計画の達成に向けて
さまざまな取り組みを始めています

株主の皆様へ

代表取締役社長

経 営 理 念

売上高 営業利益／営業利益率 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

電源機器事業
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Segment Information

第83期 ハイライト

セグメント別の概況
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当社を含む14社※は、経済産業省資源エネルギー庁
の補助事業である「バーチャルパワープラント構築実証
事業」に共同で参画いたします。

本実証事業は、電力自由化や電力システム改革が進
む中、社会全体として効率的なエネルギー利用に資する
エネルギーインフラの基盤構築に向けて、従来にない新
たなエネルギーマネジメントの実現を目指すものです。

当社は滋賀工場に蓄電池対応パワーコンディショナを
導入し、バーチャルパワープラントの実運用技術や蓄電
池コントロール技術の確立を目指します。
※関西電力株式会社、富士電機株式会社、株式会社三社電機製作所

株式会社GSユアサ、住友電気工業株式会社、日本ユニシス株式会社
株式会社NTTスマイルエナジー、株式会社エネゲート
エリーパワー株式会社、株式会社大林組、一般財団法人関西電気保安協会
株式会社ダイヘン、Nature Japan株式会社、三菱商事株式会社

敬称略

※出展：関西電力株式会社様プレスリリースより

「バーチャルパワープラント構築実証事業」のイメージ

Topics トピックス

9月3日

Topics

1 サービス部門の分社化で
更なるお客様満足を

Topics

3 「バーチャルパワープラント
構築実証事業」への参画

9月5日に連結子会社「株式会社三社電機イースタン」
を設立し、株式会社イースタン様のパワーシステム事業を
承継することで11月1日より新たに事業を開始いたします。
「株式会社三社電機イースタン」は、小型・小容量の電源

機器を主たる事業領域とし、その開発・生産・販売を担いま
す。

当社グループとして、従来の大型産業用電源機器に小
容量電源機器を商品群に加えることにより、産業用電源機
器の多くのお客様からの様々なご要望に幅広くお応えで
きるようになるとともに、今後グローバルベースでの開発・
製造・販売の強化を行うことで、更なる経営の発展と安定
化を図ってまいります。

株式会社三社電機イースタン　概要

本 社 長野県茅野市豊平5335番

事 業 内 容 電源装置等電子機器の製造・販売

代表取締役社長 勝嶋 肇

事 業 開 始 日 2016年11月1日

Topics

2 事業の拡大と更なる経営の
安定化に向けて

国内外の展示会に出
展し、当社製品・技術を
PRいたしました。

IRフォー ラム2016東 京
（9月3日）にて個人投資家
向けミニセミナーを行い、
当社をPRいたしました。

Topics

4 各種展示会・IRイベントに出展

電源機器の導入から運用まで、周辺設備や据え付け
工事などの選定を含めたワンストップサービスをご提
供するために、「株式会社三社ソリューションサービス」
を4月1日に設立いたしました。

この新会社設立により、徹底したサービスの特化を行
い、サービス満足度の一層の向上と効率的なサービス
業務を推進することに加え、電源機器の販売のみならず
施工請負にも対応できる、総合的なサービス事業を推
進いたします。

1

32

PCIM Europe 2016＠ドイツ（5月10日～12日）
： SiCモジュール含むパワー半導体を展示
第21回北京Essen溶接切断展覧会＠中国（6月14日～17日）
： 溶接機各種を展示
関西スマートグリッドEXPO（9月7日～9日）
：   太陽光発電用や燃料電池、蓄電池対応パワーコンディショナ 

などを展示

1

2

3

IR活動

個人投資家向け
セミナーを開催

4月1日事業開始 11月1日事業開始 7月28日発表

株式会社三社ソリューションサービス　概要

本 社 大阪市東淀川区淡路2-14-3

事 業 内 容 機器据付試運転、修理、保守、施工請負、
電源機器及びそのシステムの販売

代表取締役社長 本多 宏彰

事 業 開 始 日 2016年4月1日
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会社概要 株式の状況

● 所有者別株式分布状況

事業所

子会社

■ 発行可能株式総数 42,600,000株
■ 発行済株式の総数 14,950,000株
■ 株主数 3,840名
■ 大株主（上位10名）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

パナソニック株式会社 3,364 23.22
合同会社みやしろ 758 5.23
三社電機従業員持株会 397 2.74
四方　邦夫 330 2.28
三井住友信託銀行株式会社 326 2.25
株式会社池田泉州銀行 314 2.17
森田　浩一 300 2.07
株式会社三井住友銀行 280 1.93
BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG（FE－AC） 189 1.30
四方　ちま子 179 1.24

（注）１．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
２．当社は、自己株式を457,099株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
３．持株比率は、自己株式を除いて算出し、小数点3位以下を四捨五入して表示しております。

商 号 株式会社三社電機製作所
本 社 大阪市東淀川区西淡路三丁目1番56号
設 立 1948年（昭和23年）4月28日
資 本 金 27億7,427万7,500円
従 業 員 数 （連結）997名 （単体）680名

本 社 大阪市東淀川区西淡路3-1-56
東 京 支 店 東京都台東区東上野1-28-12
九 州 営 業 所 福岡市博多区博多駅東2-15-19
滋 賀 工 場 滋賀県守山市勝部町452-1
岡 山 工 場 岡山県勝田郡奈義町柿1741

韓国駐在員事務所
台湾駐在員事務所

株式会社 三社ソリューションサービス
株式会社 三社電機イースタン（2016年11月1日事業開始）

サンレックスコーポレーション（アメリカ）
サンレックスリミテッド（香港）
サンレックスアジアパシフィック PTE.LTD.（シンガポール）
三社電機（上海）有限公司（中国）
三社電機（広東）有限公司（中国）※

国 内

海 外

国 内

※自己株式（457,099株）は、「個人・その他」に含めております。

※10月1日に「佛山市順徳区三社電機有限公司」より社名変更いたしました。

（2016年9月30日現在）

外国人
1,395千株
9.33%
金融機関
1,246千株
8.33% 個人・その他

7,108千株
47.55%

証券会社
245千株
1.64%

その他国内法人
4,956千株
33.15%

14,950千株
株式数

海 外

Corporate Profile/
Stock Information

会社概要/株式の状況

滋賀工場では、工場の屋上に太陽光発電用パネルと当社
のパワーコンディショナを設置し、発電しています。

今後のスマートエネルギー社会に向けて、太陽光発電や
燃料電池、蓄電池対応の製品など、電力を「創る」・「貯める」、
また、電力を安定的に「送る」製品を取り揃えております。

滋賀・岡山工場において、近隣の中・高校生に向けて、地域
貢献・次世代育成支援として、職業体験の機会を設けてい
ます。

立命館守山高等学校 / 滋賀県立瀬田工業高等学校
滋賀県立八幡工業高等学校

岡山県奈義町立奈義中学校

滋賀工場

岡山工場

工場での発電

環境製品の開発

インターンシップの受け入れ当社の地域・社会貢献活動をご紹介

大阪科学技術館において、「身近に活躍する未来のエネ
ルギー ～太陽光発電～」というテーマでブースを設置
しています。直流電力から交流電力への変換のしくみに
加え、街や家庭において、当社の主力商品でもあります
パワーコンディショナがどのようなところで使われ、どの
ように活躍しているかを、パネル、映像、ジオラマを通し
てわかりやすく紹介しています。ぜひ、ご来場ください。

太陽光発電についての教育展示

環 境

大阪科学技術館
大阪市西区靭本町1-8-4

環 境

次世代

次世代
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